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 ラマン分光法は試料にレーザー光を照射し、散乱光の波長シフトから分子の構造や組成を分
析できる手法であり、無標識かつ低侵襲で迅速な分子測定法として注目が集まっている。特に
医学や生物学の分野においては無標識かつ低侵襲であることが極めて重要であり、ラマン分光
法は迅速かつ客観的な測定法としての応用が期待されている。生物から得られるラマンスペク
トルは非常に複雑であるが、近年ではデータの蓄積や解析法の確立も進んでおり、ラマン分光
法が無標識下での生体測定に非常に有用なツールと成り得ることが示唆されている。一方、分
子細胞生物学の分野では、ES細胞やiPS細胞といった幹細胞が注目を浴びており、今後の再生医
療の主役になることが期待される。しかし、幹細胞を目的の細胞まで分化させるには、分化効
率の低さや異常分化、さらには細胞に対し破壊的操作を伴う検知方法を用いらなければならな
いという問題点が存在する。したがって、ラマン分光法を用いて細胞の分化を無標識で低侵襲、
かつ生きたまま迅速に判別可能とすることは、再生医療分野において必要不可欠といえる。 
	 本研究では、ラマン分光法を用いて、生細胞の細胞分化測定及び分析を実施し、細胞の分化
状態を無標識で判別する技術開発を目的としている。そのため、以下の２段で研究を進めてい
る。①浮遊細胞(NB４)を利用し，抗がん剤投与による細胞分化の分析判別に関する知見を得る。
②ES細胞(Embryonic Stem Cells)に分化誘導剤を投与による分化経過を測定することで、幹細
胞の分化判別に関する知見を得る。①のNB4細胞を用いた実験系では、NB4細胞に対し、分化誘
導作用を持つ抗がん剤、ATRA(All-trans retinoic acid)を投与することで、顆粒球への分化誘導を
行った。その際、12時間の連続測定を行い、ラマンスペクトルによる分化モデルを作成するこ
とで、細胞の分化状態を分析/判別することに成功した。②のES細胞を用いた実験系では、ES細
胞に分化誘導剤を投与し、外胚葉方向に分化させた。その際、ES細胞の未分化、胚葉体、繊維
芽細胞への分化をラマン分光法により測定した。得られたラマンスペクトルは、主成分分析や
判別分析を用いて解析し、分化におけるスペクトルの変化を分析した。その結果、未分化状態、
胚葉体、繊維芽細胞とすべての分化状態を高い精度で判別することができ、ES細胞のような幹
細胞でも、分化状態を判別できる可能性が示唆された。 
	 以上の結果より、ラマン分光法は無標識かつ低侵襲、そして、生きたまま迅速に分化を検知
できることが可能であると示唆された。したがって、ラマン分光法が新たな細胞分化のモニタ
リングツールとして有益であり、医療や生物学分野に大きな貢献を行えることが示唆された。 
